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Based on the Results of a Questionnaire Survey for Staff























































































い作成した．実施期間は 2018 年 9 月である．
（2）分析方法
集計には IBM SPSS Statistics version24 を用
い，自由記述回答の分析にはテキストマイニング




















回答者 406 人の性別は，男性 228 人（56.0%），
女性 178 人（43.7%）であった．年齢は，多い順
に 40 歳 代 が 161 人（39.7%），50 歳 代 が 110 人
（27%），30 歳 代 が 98 人（24.1%），20 歳 代 が 12
人（3％）であった．職種は，生活相談員が最も
多く 362 人（89.2％），支援員は 25 人（6.1%），
その他 19 人（4.7%）であった．保有資格は介護
福祉士が 259 人（63.6％），介護支援専門員が 209
（51.4％），社会福祉士が 113 人（27.8％）であっ
た．養護老人ホームにおける従事年数は，5 年未
満 は 167 人（41.2%），6～10 年 未 満 は 106 人
（26.2％），10 年以上は 132 人（32.6%）であった．
（2）施設の概要
回答者が勤務する施設の種別は，一般の養護老
人ホームが 384 施設，盲養護老人ホームが 22 施
設（5.4%）であった．入所定員数は，50 人以下
が 211 施設（52%）と約半数を占め，次に 51 人
以上 100 人未満が 118 施設（29%），100 人以上
が 77 施設（19%）であった．回答のあった 396
施設の定員充足率の平均は 88.4% であった．
入所者（403 施設，24,250 人）の性別の割合は，






201 施設（49.5％），「個室と 2 人居室」は 103 施


























については，多い順に，午後 8～9 時前が 162 施
設（39.8%），午後 5～8 時前が 43 施設（18.9%），
と く に 決 め て い な い と い う 施 設 は 58 施 設





























































困 難 感 の 有 無 に つ い て は，「あ る 」 が 313 人
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